
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長中だより 第４号 

令和３年 ６月３０日（水） 

学校教育目標：個の能力を伸ばし、自立して社会の形成者となるための資質を養う教育の推進 

「デジタル教科書」とは？ 

校長 雨 澤 啓 司 

 GIGAスクール構想の実現が加速化する中で、学校現場には新たな教材も導入しつつあります。「デ

ジタル教科書」は、文科省が２０２４年度に本格導入を目指しており、その使用について、本校でも

一部の教科で活用するための試行錯誤が始まりました。「紙の教科書」との比較が新聞やテレビ等でも

取り上げられ、賛否両論は否めないところですが、一人一台の端末の使用を背景に双方の特性や長短

を踏まえ、「デジタル教科書」とのつきあい方を考えなければなりません。元来、教科書は、「教科用

図書」の略称であり、授業者（教師）・学習者（生徒）の双方にとって「学びの核」となる存在です。

これが「アナログ（紙）」であるか「デジタル（クロームブック等で活用）」であるかで学校教育にど

のように影響を与えるのか、本格実施を前に様々な角度から検討する必要があります。かつての私の

教え子の中に、周囲の生徒たちから、「ミスターパーフェクト」と言われた一人の生徒がおりました。

彼はそのニックネームが示すように、全教科のテストでほぼ毎回、ほぼ１００点を取る生徒でした。

ある時、私は、彼に尋ねてみました。「君はどうして、いつも全教科ほぼ１００点を取れるのですか。

何か特別な勉強方法がありますか。」すると彼は、「教科書をすみずみまで読むことです。」と答えま 

した。特別な塾や参考書、問題集ではなく、「教科書スミズミ」と言った彼の言葉に、学習の本質を教

えられたように感じました。先日英語の授業を参観していたところ、生徒一人一人がタブレットから

流れる読み上げ音声を聞きながら、音読練習をしていました。従来の「紙」からは、「音声」は出てき

ません。また、自分のペースで何度も練習する姿を見て、「デジタル」は、生徒の様々なニーズに応え

てくれる良さがあると痛感しました。ひょっとして、先月このお便りでお知らせした「個別最適な学

び」を実現するための一つの「道具（アイテム）」になりそうな予感がします。一方で、「紙」にも良

さがあります。 

 私は「昭和の子ども」なので、読み・書きをする際、「ページをめくったり、書き込みしたり、蛍光

ペンでマークする」などの作業を必ず行います。タブレットの画面を見ながらスクロールするだけで

は、あまり記憶に残らない気がします。記憶の仕方は人それぞれですが、「確か、〇〇ページの最初の

方に書いてあった」とか「蛍光ペンの色を分けて重要事項を分類する」などの方法を駆使してまとめ

たり、理解したりすることは「紙」の方が好都合と言えます。２０２４年度に向かって着実に教育の

デジタル化は進みますが、紙の教科書とデジタル教科書のそれぞれの利点を把握しつつ、デジタル化

に移行するまでの間、心身の健康にも配慮して、有効活用のイメージを持たなければならいないでし

ょう。 

 学校では、一方の利点は常に他方の欠点になることを意識し、授業改善をしていきます。 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                

 6月から導入を開始した一人一台端末。左は朝の始業前の風

景です。生徒は各自の体温や健康状態、スクールバスの乗車確

認を入力し、1日が始まります。各授業でも活用が始まってい

ますが教職員も研修を重ねている段階です。学びの手段の一つ

として無理せず付き合っていくことが大切と考えています。 

すでに土日の入力や保護者面談の日程調整などでご家庭でも

ご協力をいただいておりますことに感謝申し上げます。今後は

学校評価のアンケートなどでも活用していく予定です。入力等

でご不明な点などありましたら気軽にご相談ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ２日（金）ＳＣ来校 

 ４日（日）渡島中体連柔道大会 

 ７日（水）職員会議 

 ９日（金）保護者面談① ５ｈ日課 

１２日（月）保護者面談② ５ｈ日課 

１３日（火）保護者面談③ ５ｈ日課 

１４日（水）会議日 

１５日（木）鑑賞教室（午後） 

      スキルアッププロジェクト 

１６日（金）保護者面談④ ５ｈ日課 ＳＣ来校 

 

 

 

 

 

 

１９日（月）保護者面談⑤ ５ｈ日課 

２０日（火）保護者面談⑥ ５ｈ日課 

      薬物乱用防止教室 

２１日（水）会議日 

２２日（木）海の日 

２３日（金）スポーツの日 

２６日（月）夏季休業前集会 ５ｈ日課 

２７日（火）夏季休業～８／１９ 

＊15 日は仙台フィルハーモニーのフルオーケ

ストラを鑑賞します。次号で様子をお伝えした

いと思っています。 

 

 

 

 

 

 

「ながら見守り隊」は北海道警察が推進している活動で、日常生活をしながら見守ることで子供

を犯罪被害から守ろうとするものです。この活動に賛同する方には八雲警察署・八雲地区防犯協

会からタックルバンドが配布されます。今後このタックルバンド（「ながら見守り中」と書かれて

います）を着けた町民が、防犯目的で子供に声かけをすることがあるかもしれませんのでご承知

おきください。 

 

 6 月４日（金）に体育大会を実施しました。前日から雨が予想されましたので急遽前日（３日）

に100Ｍ走とリレーをグラウンドで実施。残りの種目を4日に体育館で行いました。どの学年も

持てる力を精一杯発揮しようとする姿勢が目に見えて伝わりました。また、何より素晴らしかった

ことは、学年を超えて互いを応援し合ったり、 

頑張りをたたえ合う姿です。2年生が勝者で 

ある 3年生に対して「おめでとう！」と声を 

かけた瞬間はとっても感動的な場面でした。 

改めて行事の大切さを感じた2日間でした。 

体育大会 

クロームブックの活用開始 

「ながら見守り隊」 


